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性質別にみた予算の内訳 （般会計）
》
」
れ
か
ら
一
年
間
、
市
政
を
進
め
る
昭
和
四
十
四
年
度
の
予

算
が
、
二
月
十
三
日
か
ら
開
か
れ
た
才
一
回
定
例
市
議
会
に
お

い
て
、
四
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
案
、
特
別
会
計
、
公
営
企

業
会
計
予
算
案
、
議
案
三
十
一
件
が
九
日
間
に
わ
た
っ
て
審
議

さ
れ
全
案
件
が
可
決
成
立
し
二
十
日
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
九
億
四
千
四
百
二

八
万
一
千
円
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
二
億
一
千
七
百
六
一
万
五

千
円
の
増
加
と
な
り
約
三
○
％
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算
総
額
は
一
億
一
千
五
百
余
万
円
、
水
道
事
業

会
計
と
工
業
用
水
道
事
業
会
計
に
二
億
二
千
五
百
三
一
万
余
円

が
計
上
さ
れ
予
算
総
額
十
二
億
八
千
五
百
一
八
万
七
千
円
と
い

う
史
上
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

〔
施
政
方
針
の
大
綱
〕

市
民
全
体
の
幸
福
と
健
康
的
な
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
な
施

策
の
実
現
の
た
め
に
砿
極
大
型
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

後
進
性
か
ら
の
脱
却
を
念
頭
に
、
農
商
工
の
調
和
あ
る
発
展

を
目
ざ
し
て
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
目
下
全
力
を
傾
注
し
て
い

る
松
久
保
工
業
団
地
の
造
成
と
、
花
貫
ダ
ム
建
設
に
よ
る
上
水

道
、
工
業
用
水
道
の
早
期
完
成
を
目
標
に
予
算
を
編
成
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
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補
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Ｏ
生
活
環
境

０
基
幹
産
業

今
年
の
予
算
の
う
ち
投
資
的

事
業
に
使
わ
れ
る
予
算
の
概
要

を
説
明
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
予

算
で
ど
ん
な
こ
と
が
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
使
わ
れ
る
か
を
川
説

し
て
ゑ
ま
し
よ
う
。

▽
議
会
費
現
代
の
社
会
は
、

〃
時
間
と
ス
ピ
ー

ド
〃
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
主

す
議
会
活
動
も
そ
の
例
に
も
れ

ず
百
六
○
万
円
の
自
動
車
朏
入

費
を
計
上
し
機
動
力
を
そ
な
え

今
後
の
議
会
活
動
を
湘
発
に
行

え
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

▽
総
務
費
商
萩
市
将
来
の
明

暗
を
決
定
す
る
松

久
保
工
業
団
地
造
成
の
計
川
は

着
灸
と
実
現
に
向
っ
て
進
行
し

て
お
り
ま
す
が
市
と
し
て
も
六

千
六
百
六
○
万
円
を
土
地
買
収

に
伴
う
補
償
費
と
し
て
計
上
し

土
地
収
鮮
を
容
易
に
批
進
す

る
た
め
に
計
川
し
て
お
り
ま
す

な
お
実
行
委
員
会
、
促
進
委
貝

会
に
助
成
し
一
胴
の
進
行
を
見

る
べ
く
考
慮
し
て
お
り
ま
す
。

花
貫
ダ
ム
建
設
期
成
同
服
に

百
九
○
万
円
を
肋
成
し
早
期
実

現
の
た
め
に
協
力
を
し
ま
す
。

最
近
の
交
通
事
故
は
激
増
の

一
途
を
ゑ
て
い
る
な
か
で
、
交

通
折
導
を
強
化
し
交
通
災
沓
か

ら
巾
民
を
守
る
た
め
、
交
通
笈

全
指
導
員
二
名
を
常
胱
し
、
．
〈

の
整
備
Ｏ
交
通
体
系
の
整
備

の
振
興
○
開
発
と
社
会
福
祉
の
増
進

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
し
た
し
て
の
役
割
を
果
す
た
め
の
予

▽
民
生
費
児
童
福
祉
の
向
上
算
九
百
二
六
万
円
を
計
上
、
農

を
め
ざ
し
て
子
供
地
費
に
は
七
百
九
○
万
円
の
土

の
広
場
を
今
年
も
三
ヶ
所
設
置
地
改
良
事
業
費
が
計
上
さ
れ
農

す
る
工
事
費
が
予
筑
化
さ
れ
て
道
整
備
工
事
、
用
水
路
整
備
瓠

お
り
ま
す
、
ま
た
保
育
所
の
整
業
等
に
四
百
二
○
万
円
が
計
上

備
に
も
意
か
注
が
れ
て
い
ま
す
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
本
年

▽
衞
生
費
墓
地
公
園
建
設
を
度
よ
り
林
業
構
造
改
善
事
業
、
を

計
Ⅲ
し
六
百
五
八
三
ヶ
年
計
画
を
も
っ
て
実
施
す

万
円
で
二
百
三
五
の
区
画
を
予
る
た
ぬ
一
千
七
百
四
万
円
を
計

定
し
ま
し
た
、
幸
い
土
地
借
用
上
し
、
分
収
造
林
促
進
事
業
、

に
つ
い
て
も
営
林
署
よ
り
許
可
資
本
装
備
の
高
度
化
事
業
、
早

が
あ
り
、
早
期
実
現
を
目
標
に
期
育
成
林
、
協
業
樅
進
事
業
、

し
て
お
り
ま
す
、
火
葬
場
建
設
林
道
開
設
事
業
等
を
行
い
林
業

も
計
而
し
、
一
千
四
四
万
一
千
経
営
の
合
川
化
が
計
画
さ
れ
て

円
を
計
上
、
炉
二
基
、
待
合
室
お
り
ま
す
。

納
骨
堂
な
ど
を
備
え
た
近
代
高
萩
中
学
校
通
学

的
な
設
備
の
計
画
を
図
っ
て
お
▽
土
木
費
路
改
修
工
事
と
し

り
ま
す
、
な
を
ゴ
：
、
収
集
運
搬
て
土
地
買
収
、
家
屋
移
転
工
事

用
自
動
車
一
台
の
腓
入
を
予
算
を
含
め
て
一
千
二
百
八
六
万
三

化
し
、
環
境
衞
小
面
の
充
実
を
千
円
を
計
上
し
、
現
在
一
方
交

は
か
つ
て
お
り
ま
す
。
通
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
不

失
業
対
餓
衡
の
事
便
を
解
消
す
る
計
画
で
す
、
な

▽
労
働
費
業
と
し
て
舗
装
新
お
最
近
住
宅
が
密
雌
し
て
き
た

設
工
事
（
駅
東
口
１
磯
道
こ
せ
行
人
塚
西
裏
に
巾
道
を
通
す
べ

ん
橋
間
道
路
、
市
内
一
円
砂
利
く
計
画
し
こ
れ
を
三
ケ
年
継
統

道
の
補
修
を
、
側
灌
新
稚
一
Ｌ
事
事
業
と
し
て
本
年
度
予
算
と
し

二
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
清
掃
事
て
こ
千
七
百
五
四
万
円
が
予
算

災
等
の
予
算
三
千
七
百
万
円
が
化
さ
れ
ま
し
た
、
橋
梁
関
係
の

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
袖
修
費
と
し
て
二
百
六
三
万
円

▽
農
林
水
産
業
費
帝
帷
振
椛
宅
建
設
Ｗ
業
に
は
プ
レ
〈
ブ

脚
に
草
住
宅
二
○
戸
と
雌
会
所
一
仰
を

地
改
良
覗
推
七
ヶ
所
の
実
施
を
建
設
す
る
た
め
に
二
千
二
百
一

予
疋
Ｌ
帝
肉
滞
要
の
供
給
源
と
六
万
円
を
計
上
、
住
宅
緩
和
に

寄
与
し
た
い
考
え
で
す
。

本
年
度
よ
り
救
急

▽
消
防
費
業
務
を
開
始
す
る

た
め
救
急
車
一
台
を
咄
入
し
、

職
員
四
名
を
増
員
す
る
計
画
で

す
、
無
線
装
備
等
も
設
備
し
万

全
の
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

横
川
小
学
校
に
へ

▽
教
育
費
き
地
雌
会
所
を
設

置
し
、
へ
き
地
児
童
の
体
位
川

上
と
地
域
住
趾
の
福
祉
墹
進
に

寄
与
し
た
い
考
え
で
す
。
松
岡

中
の
土
蔵
を
移
転
改
築
し
中
山

藩
文
化
財
を
保
護
格
納
す
る
た

め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
児
童
生
徒
の
体
位
向
上
の

た
め
に
机
、
腰
掛
の
整
備
を
始

め
、
校
舎
校
庭
の
整
備
と
、
学

習
環
境
の
幣
州
に
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
、
社
会
教
育
川
に
今

い
て
ば
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
重
点

を
お
き
商
萩
炭
砿
よ
り
寄
付
の

巾
し
出
が
あ
っ
た
敷
地
に
球
場

を
建
設
す
る
た
め
の
整
地
費
三

百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
．
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納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
開
か
れ
る

Ｉ
組
合
十
、
個
人
七
人
を
表
彰
Ｉ

さ
る
四
月
十
七
日
市
公
会
堂
（
組
合
長
黒
沢
康
態
）
、
島
名
合
（
組
合
長
柴
田
正
己
）
、
洲

に
お
い
て
納
税
貯
畜
糾
合
長
大
一
納
税
組
合
（
細
合
長
佐
藤
松
納
税
組
合
（
組
合
長
滕
井
実
）

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
雌
）
、
主
婦
納
税
糾
合
（
組
合

◎
納
税
功
労
者

こ
の
大
会
の
席
上
次
の
納
税
長
鈴
木
百
合
子
）
、
大
工
川
納

貯
畜
組
合
と
納
税
功
労
者
を
夫
税
糾
合
（
細
合
長
富
川
菊
之
助
）
今
川
重
道
（
、
畑
）
、
作
山

彰
し
ま
し
た
。
咲
艮
川
二
納
税
細
合
（
糾
合
栄
一
（
滝
ノ
脇
）
、
箕
川
勝

長
神
永
疋
次
郎
）
秋
山
下
納
税
（
肥
前
山
五
）
矢
代
一
郎
（
安

◎
表
彰
納
税
貯
畜
組
合

細
合
（
糾
合
長
下
山
川
城
）
安
良
川
八
）
沼
田
勝
美
（
若
栗
）

横
町
納
税
組
合
（
細
合
長
榔
良
川
宮
本
納
税
組
合
（
組
合
長
鈴
木
三
郎
（
石
滝
西
部
）
、
沼

村
満
穂
）
北
城
東
納
税
組
合
大
商
正
巳
）
三
夜
識
納
税
組
田
才
助
（
北
方
桶
）

秋
山
中
の
技
術
室
も

産
業
教
育
の
振
興
を
図
る
た

め
秋
山
中
に
技
術
室
の
新
築
を

急
い
で
お
り
ま
し
た
が
鉄
骨
造

り
の
特
別
教
案
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

木
工
室
、
金
工
室
、
塗
装
室

工
具
室
、
教
官
室
を
配
置
し
総

事
業
費
七
百
八
五
万
円
、
日
興

建
設
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
ま

し
た
。

。
。
。
■
守
口
。
、
◆
Ｕ
Ｑ
ｇ
３
今
、
。
。
。
◆
。
ｆ
①
ｑ
令
、
も
も
ぷ
ひ
も
汐
、
も
む
Ｌ
ａ
ｏ
ｐ
Ｇ
。

高
萩
小
の
校
舎
完
成

九
月
よ
り
工
事
を
進
め
て
い

た
高
萩
小
学
校
危
険
校
舎
の
改

築
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。

鉄
筋
一
卿
一
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
、

十
二
教
宰

、
給
食
用
リ
フ
ト
付

で
総
工
費
四
千
九
百
八
五
万
円

を
投
入
、
う
ち
地
方
債
一
千
三

百
五
○
万
円
は
郵
便
局
の
簡
笏

保
険
の
還
元
融
資
を
受
け
ま
し

蕊鰯講薬
ｉ
Ｉ

皆
さ
ん
の
扣
淡

い
る
神
代
虎
汽
郎

が
、
こ
の
た
び
四

行
政
柑
淡
委
員
を

行
政
川
淡
員
は

意
見
な
ど
を
お
持

機
関
に
迦
絡
し
た

そ
の
改
脾
を
図
る

こ
の
行
政
杣
淡

か
も
維
費
は
一
切

る
よ
う
お
奨
め
し

ら
え
ま
す
。 神

代
虎
五
郎
さ
ん

行
政
相
談
員
に
再
任
さ
る

ご
家
庭
の
お
子

さ
ん
が
市
内
の

小
中
学
校
に
入

学
す
る
際
は
、

住
民
基
本
台
帳

に
登
録
し
た
住

所
を
基
に
、
市

教
育
委
員
会
か

指
疋
し
た
学
校

に
入
学
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
皿
学

区
の
設
定
を
川

碓
化
し
次
の
よ

う
な
通
学
Ⅸ
に

な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
転
入

転
居
等
に
よ
っ

て
住
所
が
異
動

し
た
と
き
は
、

近
く
の
学
校
に

行
政
相
淡
員
の
任
期
は
三
月
末
ま
で
で
し
た

月
一
日
付
に
て
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
再
び

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望

ち
の
砦
さ
ん
の
州
淡
に
応
じ
て
、
関
係
行
政

り
、
あ
る
い
は
、
茨
城
行
政
朧
察
局
と
共
に

役
削
り
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

制
度
は
、
相
淡
内
容
の
秘
密
が
守
ら
れ
、
し

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
侭
に
ご
利
川
下
さ

ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
川
淡
に
応
じ
て
も

に

応
12

Ｌ
親
身
に
な
っ
て
お
枇
話
下
竺

就
学
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
巾
教
育

委
員
会
学
務
課
へ
。

◎
高
萩
小
学
校
通
学
区

本
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目

大
和
川
、
一
、
二
、
三
、
四
丁

目
、
春
口
川
一
、
二
、
三
丁
目

大
字
高
萩
の
う
ち
台
尚
萩
及
び

常
磐
線
西
側
の
国
鉄
官
舎
、
大

字
安
良
川
、
大
字
石
滝
、
大
字

烏
名
の
一
祁
（
市
道
三
八
号
線

以
南
市
道
一
三
八
号
線
東
側
市

道
三
一
九
号
線
ま
で
市
道
に
面

し
た
家
を
含
む
）

◎
秋
山
小
学
校
通
学
区

大
字
秋
山
大
字
福
平
大
字
商
萩

の
う
ち
北
方
駒
木
原
萩
丘
団
地

（
市
道
一
六
八
号
線
以
西
市
道

三
二
二
号
線
以
西
く
大
字
島
門

大
字
上
手
綱
の
一
部
（
和
野
下

利
野
）◎

松
岡
小
学
校
通
学
区

大
字
下
手
綱
、
大
字
上
手
綱
、

大
字
望
海
、
大
字
赤
浜
、
大
字

若
栗
、
大
字
大
能
の
一
邪
（
牧

場
）

◎
東
小
学
校
通
学
区

東
本
川
一
、
二
、
三
、
四
丁
目

肥
前
町
一
、
二
丁
目
、
有
明
町

一
、
二
、
三
丁
目
、
高
浜
川
一

二
、
三
丁
目
、
大
字
高
戸
、
大

字
下
手
綱
の
う
ち
石
河
原
、
大

字
中
戸
川
、
大
字
大
能

◎
上
君
田
小
学
校
通
学
区

大
字
上
荊
田

◎
下
君
田
小
学
校
通
学
区

大
字
下
獄
田
、
大
字
横
川
の
う

ち
（
持
山
）

◎
横
川
小
学
校
通
学
Ⅸ

大
字
横
川

◎
高
萩
中
学
校
通
学
区

本
川
一
、
二
、
三
、
四
丁
目
、

大
和
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目

春
日
町
一
、
二
、
三
丁
目
、
大

字
間
萩
の
う
ち
台
商
萩
、
附
鰈

線
西
側
国
鉄
官
舎
、
大
字
安
良

川
、
大
字
石
滝
、
、
大
字
島
衞

の
一
部
（
市
道
三
八
号
線
以
南

市
道
一
三
八
号
線
東
側
、
市
道

三
一
九
号
線
で
市
道
に
面
し
た

家
を
含
む
）
東
本
町
一
、
二
、

三
丁
目
、
肥
前
川
一
、
二
丁
目

有
明
町
一
、
二
、
三
丁
目
、
高

浜
町
一
、
二
、
三
丁
目
、
大
字

高
戸
大
字
下
手
綱
の
う
ち
石
河

原
、
大
字
横
川

◎
秋
山
中
学
校
通
学
区

大
字
秋
山
、
大
字
福
平
、
大
字

烏
名
＆
大
字
大
能
、
大
字
中
戸

川
、
大
字
高
萩
の
う
ち
北
方
駒

木
原
萩
丘
団
地
（
市
道
一
六
八

号
字
以
西
、
市
道
三
二
二
号
線

以
西
）
大
字
上
手
綱
の
一
部

（
利
野
、
下
和
野
）

◎
松
岡
中
学
校
通
学
区

大
字
下
手
綱
、
大
字
上
手
綱
、

大
字
望
海
、
大
字
赤
浜
、
大
字

若
栗
大
字
大
能
の
う
ち
牧
場
、

◎
君
田
中
学
校
通
学
区

大
字
上
君
田
、
大
字
下
君
田

－529－
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今
般
鳥
居
塚
鉄
治
消
防
団
長

に
は
、
健
康
上
の
即
由
で
退
職

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
四
月
一
日
付
で
現
副
団
長

の
穂
積
政
次
氏
が
後
任
団
長
に

任
名
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
副
団

長
の
後
任
に
は
、
才
四
分
団
長

（
島
名
）
の
鈴
木
永
造
氏
が
同

日
付
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

四
月
一
日
か
ら
消
防
団
の
新
編

成
が
発
足
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

矛
一
分
団
（
本
町
）

矛
二
分
団
（
駅
東
）

矛
三
分
団
（
安
良
川
）

矛
四
分
団
（
烏
箱
）

矛
五
分
団
（
北
方
）

才
六
分
団
（
秋
山
中
）

矛
七
分
団
（
秋
山
下
）

諏
哨
鷆
唾
搾
権
誕
錘
龍
を
任
命

穂積政次氏鈴木永造氏

矛
八
分
団
（
石
滝
）

矛
九
分
団
（
台
高
萩
）

矛
十
分
団
（
商
戸
）

矛
十
一
分
団
（
赤
浜
）

矛
十
二
分
団
（
下
手
細
）

矛
十
三
分
団
（
大
工
川
）

矛
十
四
分
団
（
川
側
）

矛
十
五
分
団
（
二
本
杉
）

矛
十
六
分
団
（
若
栗
）

矛
十
七
分
団
（
上
村
田
）

矛
十
八
分
Ⅲ
（
下
閂
田
）

矛
十
九
分
団
（
検
川
）

矛
二
十
分
団
（
大
能
）

矛
二
十
一
分
団
（
中
戸
川
）

春
は
大
火
の
季
節
で
す
。
火

の
元
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い

鱸

… 人
権
相
談
所
開
設

一
、
日
時
及
び
場
所

五
月
十
五
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で

商
萩
市
役
所
会
談
宗

一
、
相
談
の
内
容

人
権
侵
害
、
金
銭
貸

借
、
借
地
、
借
家
、

境
界
、
農
地
、
登
仙

相
統
、
扶
養
、
そ
の

他
一
切
の
法
律
問
題

一
、
主
催

日
立
人
権
州
護
委
員
協

議
会

鍵蕊

＝歩道橋でき る＝

建設満高級LI脹所では、市内東本町の六号国道に歩道橋を
作っていたが、 このほど完成延長三五、五メーI､ルで工蒋
質はljLI百万円、架設場所には押ボタン式の信号機があったが
二キロの間に三つの信号機があり、連動していないためラッ
シュどきには交通が渋滞、運i伝手泣かせだ、近くには小、 FI'
学校もあり、国道を枇断する生徒が多いだけに、 これで安心
一

。

国
瓜
健
康
保
険
の
妊
産
婦
の

疾
病
に
対
し
て
の
医
療
費
は
市

で
全
額
負
担
さ
れ
無
料
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、
か
、
該
当
者
で
左

肥
の
手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い

方
は
必
ず
、
お
早
目
に
手
続
き

を
と
っ
て
下
さ
い
。

①
市
役
所
の
市
民
課
の
窓
口

で
加
娠
届
出
書
を
提
出
し
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
下

さ
い
。②

四
ケ
月
末
満
の
方
は
医
師

叉
は
、
助
産
婦
の
妊
娠
事
実
証

明
書
が
必
要
で
す
か
ら
、
必
ず

国保短信
＝＝

’妊
産
婦
の
疾
病
の
医
療
費

は
全
額
無
料
で
す

灘
驚
篭

添
付
し
て
下
さ
い
。

支
払
は
、
医
師
の
窓
口
で
は
今

迄
ど
お
り
三
割
を
支
払
っ
て
下

さ
い
。
そ
の
分
に
つ
い
て
は
後

で
市
役
所
か
ら
、
医
療
手
当
金

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
金
，
を
受
け
ら
れ
る
も
の
は

、
姫
娠
届
の
あ
っ
た
月
か
ら
、

出
産
の
翌
月
ま
で
の
病
気
に
対

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
金

を
受
け
ら
れ
な
い
も
の
は
、
正

常
分
べ
ん
、
健
康
相
談
、
美
祥

整
形
術
、
等
は
病
気
で
な
い
の

で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
、

灘…

子供の広場5か所を設置
子供の広場がだんだん少なり、交通事情の悪化はそれにも

増して危険を増大しております。

そこでよい子を交通事故から守るために市、県費、社会福

祉議会の補助により次の五か所に子供の広場としてブランコ

砂場、鉄棒を設置しました。

◎設置場所◇駒木原二六二(il丁営住宅内）◇有明町三の六

四（市営住宅内）◇肥前町一の一（肥前町遊園地）◇若栗二

二七（公民館広場）◇有明町二の一三（消防詰所東側）

管理について地元の子供会後援会、町内会の皆さんにお願

いしました。 44年度も数か所設置する予定ですので希望する

団体がありましたら福祉事務所へ申し出てください。

社
会
保
険
全
般
の
相
談
に
応

ず
る
た
め
、
日
立
社
会
保
険
事

務
所
に
お
い
て
は
矛
三
水
曜
日

に
高
萩
市
商
工
会
に
お
い
て
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

開
設
し
て
い
ま
す
か
ら
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
次
の
か
た
へ

田
中
長
兵
術

（
春
日
町
二
の
七
七
）

椎
名
修
一

（
安
良
川
一
）

社
会
保
険
相
談
所
の

お
知
ら
せ

530－


